一九四一年の日本語普及状況 : 第二回国語対策協議会速記録(第一日)について by 斎藤 達哉
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施設数 学習者数 配当時間 日本語教師数
小学校 ― ― ― ―
講習会
　（期間：２か月位）
― ― ― ―
簡易国語講習所 ― 300,000/年 ― ―
表１　朝鮮総督府における日本語普及
施設数 学習者数 配当時間 日本語教師数
小学校 ― ― ― 731








日語学校 180余 16,000余 ― 668
表５　華北連絡部における日本語普及
施設数 学習者数 配当時間 日本語教師数
施設数 学習者数 配当時間 日本語教師数
幼児国語講習所〔保育院〕 400～500 ― ― 　　　　　―
小学校 ― ― ― ―
国語講習所〔12～25歳〕
　（期間：１年または４年）





のべ8,738回 のべ504,313 ― ―
表２　台湾総督府における日本語普及
施設数 学習者数 配当時間 日本語教師数
公学堂 450以上 1,860 ― ―
高等学校　中学部・師範部 ― ― ― ―
女子高等学校 1 ― ― ―
実業学校 ― ― ― ―
私立学校 ― ― ― ―
私塾 ― 300 ― ―
表３　関東局（大連・旅順）における日本語普及























































中央学院　日語専修科・予科 ― ― ― ―
日華女学院 ― ― ― ―
表６　華北連絡部青島出張所における日本語普及
施設数 学習者数 配当時間 日本語教師数
日本語母語 非日本語母語
小学校 1,746 10万 ―
中学校 15 ― ― 34 99
政府以外　天主教の学校 338 ― ― ― ―
青年訓練所 420 ― 20時間/週 ― ―
















初 級 35 246
1年生：3時間/週
2、3年生：4時間/週
高 級 20 48 　2時間/週
女子 初級 7 33
女子 高級 4 19
職業 学校 7 26 780(247) 　2～3時間/週
師範 学校 3 10 378(178) 　3時間/週
1 13 694(132) 　― 3(0) 1(0) 4(1)
日 本 側 22 ―
支 那 側 30 ―
表８　華中連絡部（上海・浙江省・江蘇省・安徽省）における日本語普及
小 学 校
日 本 語 母 語
日 本 語 教 師 数
40(4) 19(2) 52(9)
学 校 数 学 級 数
2,060(2,060)中等 学校










日 本 語 学 校
学 校 数 学 級 数 学 習 者 数 配 当 時 間
24 ― 2,210 ―
14 ― 1,300 週5～6時間
表９　租界における日本語普及
学 校 教 育
日 本 語 学 校
日 本 語 教 師 数
42
―











































































共 栄 書 院 本 科 （ ２ か 年 ） 50 ―
特 別 科 （ １ か 年 ） 50 ―








日 本 語 講 習 所
― ― ―
学校数 学級数 在籍者数 募集人員 卒業者数 配当時間 日本語教師数
本 科（３か年） ― 13,572 12時間/週 ―
補習科（３か年） ― 4,648 10時間/週 ―
― ― ― ― 2～3時間/週 ―
― ― ― 10～18 ― ― ―
表１１　南洋群島における日本語普及
26 63
国 語 練 習 所
木工徒弟養成所（２か年）
3,600公 学 校





















































〔小学校〕 ・台湾総督府編纂「日本語読本」 （＝『公 用国語
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そのうち、第一日の速記録は、朱筆による訂正が加えられてはい













会議報告」による。この会議報告は、 「国語課第二室書類」という標題を貼った綴込表紙を付けて綴じ込まれた資料群に含まれる。なお、第四回は、第二回国語対策協議 開催後の 一九四一年四月十六日である。
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